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和歌山県田辺湾に繋留された小型船舶に付着したミドリイガイ

Shin Kubota : Perna ldrdis attached to a small mooring boat

in Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, Japan

久保田　信

昨今、和歌山県田辺湾で、ミドリイガイ

Perna virdisがムラサキイガイ　Mytilus

galloprolfincialisよりも個体数が圧倒的に多く

なっているが(久保田, 2007)、今回、ミドリ

イガイが田辺湾内で繋留された小型船舶に数多

く付着した例に遭遇したので報告する。

約0.8tのFRP製の小型船舶1膿が、白浜町

桟橋で約半年間繋留された後に、白浜町瀬戸漁

港で船底の清掃のため2011年6月初旬に岸壁に

引き上げられ、付着生物がかき落とされた。そ

の中にムラサキイガイが少数と多数のミドリイ

ガイがみられた。 2種の二枚貝とも付着後1年以

内のサイズの小型のもの(ミドリイガイ:前後

軸長20mm-30mm)だった(図1)。ミドリイ

ガイは田辺湾では、通常、筏のフロートやロー

プに付着するが(久保田, 2007, 2010)、今回、

小型船舶のFRP製の船底にも多数が付着して

いたことから、地球温暖化に伴って多くの基質

に付着して、ますます個体数が増加していくも

のと推察される。
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図1　和歌山県白浜町桟橋に約半年間繋留され

た小型船舶に付着していた小型のミドリイ

ガイとムラサキイガイ(右上の2個体がム

ラサキイガイで残りはミドリイガイ:死亡

後撮影) .
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